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地域特産品のブランド戦略
――平塚市漁業協同組合「シイラプロジェクト」のケースより――

Brand Strategy of Local Specialties

　【要旨】本研究では，平塚市役所産業振興課の高山様，堂谷様，平塚市漁業協同組合の伏黒様へのインタビューを通じて，
地域特産品のブランディングについて調査を行った。伏黒様をはじめとする平塚市漁業協同組合は「シイラ」を平塚市の新た
な特産品とするべく「平塚シイラプロジェクト」を 2017 年にスタートさせ，「シイラ」の認知と消費の拡大を求め，地元の学
校や見本市の出展などを通してプロジェクトを進めている。本研究では，最初に小学校給食で「シイラ」を使った献立が小学
生のアイディアから出たことに注目した。また平塚市漁業協同組合の「平塚シイラプロジェクト」で，今後も様々な活動が継
続されることから，長期的に観察し研究を行っていく。
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１　はじめに

　本研究では長期的なブランド構築の研究として「平塚
シイラプロジェクト」を観察し，地域特産品のブランディ
ングについて長期的な平塚市漁業協同組合とステークホ
ルダー（小学校，平塚市役所，鳥仲商店など）の共創活
動の中で，ブランド形成には長期的な関係を要するとい
う仮説の下，研究を行っていく。また，本研究で注目を
する「シイラ」は食材であるため，各個人，団体のそれ
ぞれのアレンジがブランドを形成していく上で重要にな
ると考える。今回の研究レポートは，平塚市産業振興課
の高山様，堂谷様，平塚市漁業協同組合の伏黒様へのイ
ンタビューを通して得た情報を基に作成しまとめたもの
である。だが高山様，堂谷様によれば，平塚市産業振興
課はサポートをする立場であり，両者間でのアイディア
の創造は生まれにくいという声があったので，今後は「小
学校給食」，「マヒマヒバーガー」のアイディアを持ちよっ
た，平塚市立港小学校の担任の先生と鳥仲商店様へのイ
ンタビューを行い，平塚市漁業協同組合とステークホル
ダー（小学校，平塚市役所，鳥仲商店，平塚市内の飲食
店，漁師など）の間での共創活動において，どのような
ブランド形成が行われているかを調査していく。

　また，本研究では平塚市立港小学校給食のプロジェク
トを取り上げる。学校給食のプロジェクトのケースでは，
小学生のアイディアから「シイラ」を使った献立が誕生
し，彼らが地元の特産品を知るきっかけとなった。小学
校内での活動については，今回のインタビューでは調査
することができなかったので，次回にて記述する。

２　調査方法

　今日，地域創生が叫ばれ各市町村が様々な食材ブラン
ドを推進している中，どのようなブランド構築をされて
いるかを調査すべく「平塚シイラプロジェクト」を選
定した。「平塚シイラプロジェクト」は平塚市漁業協同
組合が中心となり，「シイラ」を地元の方との共創活動
を通じて平塚市のブランド品とすることを試みているこ
と，また年齢を問わずに子供から大人までの幅広い世代
がブランド構築に関わっていることに注目をした。本研
究では，質的研究における調査法の一つであるケースス
タディ法で，「平塚シイラプロジェクト」を通しての港
小学校と「シイラ」の共創活動のメカニズムを検証した。
この調査では主に，平塚市産業振興課の高山様，堂谷様
と平塚市漁業協同組合の伏黒様へのインタビュー，ウェ
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ブサイト（平塚市役所，平塚市漁業協同組合），提供資
料を基に分析を行った。インタビューの主な質問内容は，
プロジェクトの内容，地域小学校の活動，今後の展望に
ついてである。インタビュー内容は先方の了承の下ボイ
スレコーダーに保存し，分析できるようにした。

３　ケース：平塚シイラプロジェクト

3 －１　平塚シイラプロジェクト
　スーパーや鮮魚店では出回らない「シイラ」は以前は
売り物にならず，定置網で捕獲しても破棄されることが
多かった。そこで注目されていなかった「シイラ」を平
塚市のプライドフィッシュ 1）として平塚市（湘南）の特
産品にする取り組みが行われている。（伏黒 2021）
　プロジェクトは，鶏肉専門店の鳥仲商店から平塚市漁
業協同組合へ「シイラ」を使った商品を開発したいとい
う一声から始まった。その後，同店から「シイラ」をす
り身にした「メンチカツ」と「ハンバーガー」が 2018
年より販売された。なぜ鳥仲商店は「シイラ」を取り扱
い始めたのかは，まだ調査できていないので，インタ
ビューを行い次回に記述をする。現在は，地域の交流会
にて販売を行っていたり，鳥仲商店以外の業者とも取引
をしたりすることで新メニューが誕生し，「シイラ」の
楽しみ方が多様になっている。
　また，同年に平塚商業高校の生徒と鳥仲商店が共同開
発した「シイラカレー春巻き」も販売された。同組合は
平塚市役所が開催をする，『平塚市産業間連携ネットワー
ク』2）に参画することで平塚市役所のサポートが始まっ
た。平塚市役所の目的は，産業間のコミュニティーを形
成し協力し合うこととしている。だが，平塚市役所から
の金銭的なサポートは 2 年間に限定されるため，それ以
降は団体中心の自走となる。平塚市役所のサポートもあ
り 2019 年の東京ビッグサイトで行われた，見本市に出
展し平塚「シイラ」を多くの人に認知してもらうきっか
けとなった（写真 1）。

３－２　平塚市立港小学校給食プロジェクト
　ここでは，「平塚シイラプロジェクト」の中でも地元
のケーブルテレビでも特集され，大きなプロジェクト
となった港小学校給食プロジェクトを取り上げる。だ
が，小学校内で行われた活動については，今回のインタ
ビューでは調査できなかったため，次回に記述する。ま
た，以下内容については伏黒様の情報を基に概要を記述
した。

写真 1　「マヒマヒバーガー」
（注）平塚市漁業協同組合 HP2020.07.02 の記事より引用

　2021 年 10 月 19 日の平塚市立港小学校の学校給食に
て小学生が発案した「シイから南蛮風」が実現した。プ
ロジェクトは港小学校教諭の発案から発足した。小学校
5 年 1 組の担任教諭は総合学習の一環として地元の特産
品である「シイラ」に注目した。地元で取れる魚である
のにもかかわらず，あまり見たこともなく食べたことも
ないという小学生の意見があったためである。そこで，
地元の特産品である「シイラ」を知ろうという総合学習
がスタートした。
　総合学習の初めの段階では，給食で取り扱うというプ
ロジェクトは発案されておらず，「シイラ」の動画を作
成すること，応援団を港小学校の 5 年 1 組で作って「シ
イラ」を応援し，小学生自身が地元に貢献しているとい
う実感を持ってもらうことがゴールとして設けられた。
　まず，伏黒様によれば，市場調査もかね 5 年 1 組の小
学生が市場を訪れ，現地の漁協関連者にインタビューを
行った。また，見学内容は iPad にて収録し，動画作成
の素材を収集した。漁協関連者への小学生からのインタ
ビューは複数回行われた。「シイラ」に関する情報を収
集し，港小学校の 5 年 1 組が動画を作成し，他のクラス
の小学生に知ってもらう活動をする中で，給食に取り入
れることで港小学校の小学生が「シイラ」を知るきっか
けを作ることができたという。実際に「シイから南蛮風」
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が誕生したのは，港小学校の 5 年 1 組からのアイディア
であり，自分が実際に食べてみたいという発想から生ま
れた。名前も小学生がつけるなど，港小学校の間でもブ
ランディング活動が行われた。ここには鳥仲商店様の仲
介もあり，実現に至ったという。実際に他クラスの小学
生たちからは，「地元の魚を食べるきっかけを作ってく
れてありがとう」，「家でも食べたい」など多くの意見が
出た。

3 － 3　シイラと平塚市民の共創活動
　「平塚シイラプロジェクト」では「シイラ」が中心と
なり，人と人をつなげ地域全体でブランドの構築が行わ
れていることが今回のインタビューで発見することがで
きた。さらに，長い間見向きもされていなかった食材か
ら価値を発見し，ブランド化したことに注目したい。ブ
ランド構築において長沢（2021）によれば，ブランド要
素 3）は全て存在するだけでは意味がなく，その存在と価
値を認識して初めて意味があり，ブランドは初めから存
在するものではなく，真剣に考えて構築するものと指摘
している。このケースでは平塚市の地域住民が平塚市漁
業協同組合を中心に時間をかけてブランド構築を行われ
ている。Gardner & Levy 他（1956）は「実際の製品」
と「シンボルとしてのブランド」を分けることの重要性
を説き，ブランド形成が長期的な時間とコストを要する
としている。このことから，2017 年から始まったこの「平
塚シイラプロジェクト」はまだ，初期段階であり長時間
をかけて特産品として成長していくだろうと言える。
　そして，「シイラ」を平塚市の一つの特産品としてブ
ランドを構築していく一方で，一つの地域コミュニケー
ションツールとして用いられていることも特筆すべき点
である。遠藤（2019）は，共創活動を維持・発展させる
ための接着剤として地域の文化・歴史の流れの中から育
まれる「共感」がさらに共創活動を推進させると言って
いるが，「平塚シイラプロジェクト」には「シイラを聞
いたことがあるけど食べたことはない」，「特産品として
発信をしていきたい」という組織間で複数の「共感」が
存在し，また特産品として他地域の人にも発信していく
上で「シイラを特産品にしたい」という共通の「共感」
が存在している。

４　本研究の課題

　本研究は「平塚シイラプロジェクト」をケースとし
て，地域特産品のブランド構築に注目した。今回の調査

では，平塚市役所産業振興課の高山様，堂谷様，平塚市
漁業協同組合の伏黒様へのインタビューを通じて，プロ
ジェクトのこれまでの歴史を振り返った。 伏黒様によ
れば，平塚市漁業協同組合は「平塚シイラ」を積極的に
ブランド構築するための人材が足りず，平塚市漁業協同
組合が発信源となりプロジェクトを進めていくのは難し
いという意見があった。そのため，鳥仲商店や港小学校
のようにステークホルダー発信でのプロジェクト始動が
理想的だという。中心となる組合が人材不足であるとい
うことは，「平塚シイラ」を特産品として成長させてい
くためには，ステークホルダーの積極的な参加が必要と
なる。今回の調査では，学校給食プロジェクト内での児
童や先生との共創関係については，調査をすることがで
きなかったため今後，港小学校 5 年 1 組の担任教諭と「平
塚シイラプロジェクト」の発起人である鳥仲商店様への
インタビューを行い，ブランド構築について調査をする。

５　まとめ

　ブランド形成においての共創活動で平塚市漁業協同組
合様は，人材不足という問題などから自身で発信をして
いくことが難しいとのことであった。そのため，「シイ
ラ」のブランド形成においてステークホルダー（平塚市
の飲食店，港小学校以外の学校など）の能動的な参加も
一つのキーワードとなっていくであろう。また，「シイラ」
は食材であるため各個人のアレンジも一つのキーワード
となりカスタマイゼーションやパーソナリゼーションの
理論もブランド形成において重要な概念と考える。今回
のインタビューは，行政と漁協の方に限られた。それを
消費する消費者へのインタビューも必要と考える。さら
に，ブランド形成が長期的な時間とコストを要するとし
ていることから，本研究は「シイラ」のブランド形成を
長期的に観察していくため，さまざまな関係者へのイン
タビューを通じてシリーズ化していきながら，ブランド
形成の中での共創活動を同じ時系列で追っていく。従っ
て，今後においては，港小学校 5 年 1 組の担任教諭，鳥
仲商店様へのインタビューを行い，平塚市漁業協同組合
様とステークホルダー（小学校，平塚市，鳥仲商店など）
の間での共創活動において，どのような活動が行われて
いるかを調査する予定である。
　また本研究の限界として，「時間」が挙げられる。ブ
ランド構築には長期的な時間を要すること，ブランド認
知を図ることの難しさから，本研究は筆者が修士課程を
修了するまでに完結しないと予測される。
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